
本
市
の
特
色
で
あ
る

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育

　
本
市
で
は
、
科
学
技
術
を
駆
使
し
て

問
題
解
決
で
き
る
将
来
活
躍
す
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
論
理
的
思
考
力
や

創
造
性
、
問
題
解
決
能
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
埼
玉
大
学
と

共
同
研
究
に
よ
り
Ｓス

テ

ム

Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
キ
ッ
ト
な
ど
も
使
用

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
な
ど
の
実
際
に
動
く
モ
ノ
づ
く
り
に

重
き
を
置
く
学
習
を
通
じ
て
、
子
ど
も

の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
、
自
分
で
考

え
学
ぶ
力
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑

戦
し
よ
う
と
す
る
自
信
を
養
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
重
要
な
役
割
を

担
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
先
端
科
学

技
術
分
野
の
学
習
や
、
Ａ
Ｉ
の
台
頭
で

重
要
視
さ
れ
る
想
像
力
や
実
現
力
な
ど

の
育
成
に
本
市
は
早
く
か
ら
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
埼
玉
大
学
と
共
同
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育

を
包
括
的
に
実
践
し
て
い
る
の
は
本
市

の
み
で
あ
り
、
令
和
元
年
度
に
は「
彩

の
国
い
ち
押
し
の
取
組
事
例
発
表
会
」

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
本
市

の
特
色
あ
る
取
組
み
と
し
て
推
進
し
て

い
ま
す
。

「
モ
ノ
づ
く
り
」で
広
げ
る

子
ど
も
の
可
能
性

　
令
和
２
年
度
に
は
、
ふ
じ
み
野
小
学

校
を
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
研
究
校
と
位
置
づ

け
、
埼
玉
大
学
の
野
村
泰た

い

朗ろ
う

准
教
授
の

協
力
に
よ
り
研
究
・
実
践
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
そ
の
研
究
結
果
と
し
て
、
情
報
活
用

能
力
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
的
能

力
や
課
題
解
決
能
力
の
育
成
に
一
定
の

成
果
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
4

年
度
か
ら
水
谷
東
小
学
校
と
つ
る
せ
台

小
学
校
で
、
今
年
度
か
ら
は
市
内
全
小

学
校
で
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
が
も
た
ら
す
も
の

は
、学
力
の
向
上
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

ふ
じ
み
野
小
学
校
で
は
令
和
3
年
度
の

全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
、

国
語
と
算
数
の
正
答
率
が
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教

育
導
入
前
と
比
べ
大
幅
に
向
上
し
た
だ

け
で
な
く
、
児
童
が
自
信
を
も
ち
、
将

来
の
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
よ
う
と
す

る
自
尊
感
情
の
高
さ
が
全
国
平
均
を
上

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
モ
ノ
づ
く
り
を
通
じ
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
仲
間
と
協
力
し
て
課
題
を
解
決

し
て
い
く
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
は
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
無
限
の
可
能
性

を
引
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

令和元年度
STEM教育体験会の開催

令和2～4年度
研究校（モデル校）での授業

令和5年度
市内全小学校での授業開始

挑戦は未来への第一歩

STEM教育で引き出す
無限の可能性

　確かな学力の定着を目指して、埼
玉大学の野村准教授の指導のもとで
体験会を開催しました。体験会では、
工作とプログラミングの2グループ
に分かれて、モノづくりに挑戦しま
した。

　STEM教育を市内全小学校に拡充
したほか、より意欲的に子どもたち
に取り組んでもらえるよう腕試しの
場として「小学生ロボコン富士見市
大会」（4・5ページ参照）を開催しま
した。

 問 学校教育課 ☎○内 623

▶ ▶

　実践活動が行われたふじみ野小学
校では、3年間の集大成として「50
年後の富士見市」をテーマにロボッ
トプログラミングキットを使用した
未来の車づくりを行い、授業参観の
場で完成した車を発表しました。　

※ STEMは、SCIENCE（サイエンス、科学）、TECHNOLOGY（テクノロジー、技術）、ENGINEERING（エンジニアリング、工学）、
MATHEMATICS（マスマティクス、数学）の頭文字を表しています。
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　埼玉大学ではSTEM教育について教員研修などのスポット的支援は他自治体でも行っていますが、市をあげて全小学
校が一丸となって共同で実践しているのは富士見市だけです。市主催による小学生ロボコンの予選会が開催されました
が、学校教育が主体となって取り組んでいるのも、小学校でSTEM教育の実践を行ってきた土壌がある富士見市ならでは。
　STEM教育は目的ではなく、子どもたちの主体的な問題解決能力を育む手段の一つ。従来の教科学習を社会の課題解

決に役立て、未来を変えていく力を育むため、先生方と授業の工夫を続けています。
　小学生ロボコン富士見市大会は、ロボットの機能を高めるだけでなく見た目や面白さま
でデザインし、きちんと動くロボットに仕上げてきた子がたくさんいて、富士見市の子ど
もたちの可能性が感じられる大会でした。
　人のまねをするならAIの方がはるかに上回る時代で、自分の手でロボットを作る・動か
すといったモノづくりを足掛かりに、新しいことにどんどん挑戦して、実行・実践するこ
とで自分の「できること」を見つけて自信をつけてほしいです。また、保護者の方にはぜひ
子どもたちの挑戦を応援し、取り組む姿を見守っていただきたいです。

INTERVIEW 「STEM教育を足掛かりにチャレンジ精神を養ってほしい」

▶各学校でも独自の取組みを進めています
　つるせ台小学校では、9月に小学1・2年生とその保護者
を対象にブロック玩具を使った親子STEM体験会を行いま
した。「赤ちゃんがいても安全な扇風機」をテーマにさまざ
まなアイデアを出し合い、近づいたら停止する扇風機を作
製しました。設定したプログラムどおりに動作すると、子
どもたちの嬉しそうに喜ぶようすが見られました。

小
さ
な
研
究
者
の
手
で

あ
た
ら
し
い
未
来
を
つ
く
る

埼玉大学教育学部 心理・教育実践学講座　野村 泰
たい

朗
ろう

 准教授
 （STEM教育研究センター代表）

　近づいたら回転が止まるよ
うにプログラムやセンサーの
位置をそれぞれ工夫しました。

広報富士見  2023.113



子
ど
も
た
ち
の
数
だ
け

ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん

　
9
月
3
日
、
市
内
の
全
小
学
校

で
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
を
学
ん
で
い
る

児
童
の
腕
試
し
・
目
標
と
な
る
場

と
し
て
、
埼
玉
大
学
と
協
力
し
、

小
学
生
ロ
ボ
コ
ン
富
士
見
市
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
小
学
生
ロ
ボ
コ
ン
全

国
大
会
の
予
選
会
も
兼
ね
、
全
国

大
会
の
競
技
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ
や
使

え
る
材
料
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
必
須
と
な
る
モ
ー
タ
ー
の

ほ
か
に
は
段
ボ
ー
ル
や
割
り
箸
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
身
近
で
手
に

入
り
や
す
い
も
の
を
使
っ
て
自
由

に
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
製
し
ま
す
。

　
参
加
し
た
27
人
の
子
ど
も
た
ち

が
作
り
上
げ
た
ロ
ボ
ッ
ト
は
十
人

十
色
。
高
得
点
と
な
る
高
い
位
置

の
紙
コ
ッ
プ
の
取
得
方
法
だ
け
を

見
て
も
、
輪
ゴ
ム
を
飛
ば
し
て
落

と
し
た
り
、
粘
着
テ
ー
プ
で
絡
め

取
っ
た
り
、
変
形
し
て
叩
き
落
と

し
た
り
と
、
参
加
者
の
数
だ
け
い

ろ
い
ろ
な
方
法
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
得
点
の
高
か
っ
た
1

～
3
位
の
表
彰
だ
け
で
は
な
く
、

ア
イ
デ
ア
に
富
ん
だ
ロ
ボ
ッ
ト
に

は
、
市
長
賞
と
教
育
長
賞
の
特
別

賞
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
で
見
事
優
勝
し
た
立た

ち
久く

井い 

陽は
る

愛あ

さ
ん
は
、
11
月
の
全
国

大
会（
下
記
参
照
）に
富
士
見
市
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

士
見
市
大
会
を
開
催
し
ま
し
た 

子どもたちのきらめくアイデアが集結！

▶�大会のようすは市
ホームペー
ジをご覧く
ださい。

小学生ロボコン2023（全国大会）
　各予選会から選抜・推薦された全
18人が、3人1組に分かれてチーム
競技を行います。
とき 11月19日㈰
場所  都内（予定）
主催小学生ロボコン実行委員会

（ＮＨＫエンタープライズ・科学技術館）
※日程などは変更となる場合があります。
※ 観覧や配信については全国大会のホームペー

ジをご覧ください。

　配置された紙コップを自作ロボットで得
点エリアまで運びます。配置された高さに
より点数が異なり、時間内に得られた得点
を競います。

�競技ルール

小学生ロボコン富富
小学生ロボコンとは
　高専ロボコン、NHK学生ロボコン、ABUロボコンに続く第4のロ
ボコンで、ロボット好きの小学生なら誰でも参加できる大会です。
スコアやタイムを競うだけでなく、アイデア重視の賞もあります。
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INTERVIEW「全国大会はチームでがんばります！」

　工作が大好きなので、自分のロボットを作って
みたいと思い大会に参加しました。コントローラー
から作ったので、モーターがうまく動かず苦労し
ました。高い位置の紙コップを取るために、ロボッ
トをひもで支える工夫をしました。こだわりはか
わいいタイヤの色です。
　表彰のとき、優勝者として名前を呼ばれてびっくりして夢かと
思いましたが、とてもうれしくて、参加してよかったと思いまし
た。全国大会はもっと難しそうですが、今回の経験を生かしてが
んばりたいです。全国大会はチーム競技なので、チームになるお
友達と仲良くなって、優勝できたらいいなと思います。

立
たち

久
く

井
い

 陽
はる

愛
あ

さん（関沢小5年）

2位が同点だったため急きょ順位決定戦を開催！みんなで応援しました！
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